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五
．
党
経
済
の
存
在

　

二
〇
一
二
年
四
月
一
三
日
に
開
催
さ

れ
た
最
高
人
民
会
議
の
国
家
予
算
報
告

で
は
、
二
〇
一
一
年
に
国
家
予
算
支
出

の
一
五
・
八
％
が
国
防
費
と
し
て
支
出

さ
れ
、
二
〇
一
二
年
に
も
同
じ
シ
ェ
ア

の
国
防
費
が
支
出
さ
れ
る
計
画
で
あ
る

こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
も
国

防
費
は
同
程
度
の
シ
ェ
ア
で
策
定
さ

れ
、
そ
の
と
お
り
に
支
出
さ
れ
て
お
り

（
表
1
）、
一
般
経
済

か
ら
軍
隊
や
第
二
経

済
委
員
会
と
い
っ
た

軍
事
部
門
に
継
続
的

に
資
金
が
投
入
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
た
だ
し
、
六
月

号
で
示
し
た
と
お

り
、
軍
事
部
門
に
は

国
家
予
算
か
ら
支
出

さ
れ
る
国
防
費
の
ほ

か
、
兵
器
工
場
お
よ

び
副
業
が
あ
り
、
そ

れ
ら
の
生
産
物
は
輸

出
も
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
示
し
た
。
そ

し
て
さ
ら
に
、
軍
事
部
門
に
は
朝
鮮
労

働
党
か
ら
供
給
さ
れ
る「
革
命
資
金
」

が
あ
る
⑴

。

　

革
命
資
金
の
源
泉
は
各
党
員
が
納
め

る
党
費
と
と
も
に
党
自
体
が
運
営
す
る

企
業
等
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
利
益
で
あ

る
。
一
九
四
六
年
九
月
二
五
日
に
、
当

時
北
朝
鮮
労
働
党
で
あ
っ
た
朝
鮮
労
働

党
は
、
党
費
と
「
党
企
業
経
営
体
」
か

ら
の
収
入
と
支
出
を
党
中
央
本
部
財
政

部
（
後
、
党
財
政
経
理
部
）
が
統
一
的

に
管
理
す
る
こ
と
に
関
す
る
決
定
を
出

し
て
い
る
（
国
史
編
纂
委
員
会
﹇
一
九

九
八
ａ
﹈
に
あ
る
「
党
財
政
に
つ
い
て

﹇
党
中
央
委
員
会
第
二
次
会
議
決
定
書

一
九
四
六
年
九
月
二
五
日
﹈」）。
ま
た
、

一
九
四
八
年
三
月
三
一
日
に
党
は
、「
党

財
政
を
確
保
す
る
方
式
で
商
行
為
を
目

的
に
す
る
企
業
体
」
を
清
算
す
る
、
党

財
政
の
確
保
は
党
費
と
「
国
家
産
業
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
生
産

企
業
体
」
の
運
営
で
保
障
す
る
、
全
体

生
産
企
業
体
は
党
中
央
本
部
財
政
経
理

部
が
統
一
的
に
監
督
す
る
が
、
そ
の
運

営
は
企
業
体
所
在
地
の
該
当
道
党
部
に

委
任
す
る
と
い
っ
た
決
定
を
出
し
て
い

る
（
国
史
編
纂
委
員
会
﹇
一
九
九
八
ａ
﹈

に
あ
る
一
九
四
八
年
三
月
三
一
日
付
党

中
央
委
員
会
第
一
次
会
議
決
定
書
）。

当
時
、
党
の
運
営
す
る
代
表
的
な
企
業

は
労
働
新
聞
社
（
一
九
四
五
年
一
一
月

一
日
に
正
路
社
と
し
て
創
設
、
一
九
四

六
年
九
月
一
日
に
現
在
の
名
称
に
改

称
）
と
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
（
一
九
四

五
年
一
〇
月
一
五
日
に
人
民
出
版
社
と

し
て
創
設
、
一
九
四
六
年
九
月
に
労
働

党
出
版
社
に
改
称
、
後
、
現
在
の
名
称

に
改
称
）
で
あ
っ
た
。
と
く
に
前
者
に

関
し
て
は
、
鉄
工
所
、
イ
ン
ク
工
場
、

化
学
工
場
、
製
紙
工
場
な
ど
の
関
連
企

業
が
あ
っ
た
が
、
一
九
四
七
年
五
月
一

〇
日
に
こ
れ
ら
を
統
合
し
て
労
働
新
聞

社
付
属
総
合
工
場
を
設
置
す
る
と
の
党

の
決
定
が
出
さ
れ
て
い
る
（
国
史
編
纂

委
員
会
﹇
一
九
九
八
ｂ
﹈
に
あ
る
一
九

四
七
年
五
月
一
〇
日
付
北
朝
鮮
労
働
党

中
央
常
務
委
員
会
第
三
三
次
会
議
決
定

書
）。

六
．
党
管
理
下
の
生
産
機
関

　

こ
の
党
経
済
は
、
党
財
政
経
理
部
傘

下
に
貿
易
を
営
む
大
聖
グ
ル
ー
プ
と
烽

表1　国防費の推移（2003～2011年）
支出総額に占める割合（％） 金額（万ウォン）1） 増加率（％）1）

2003年実績 15.7 5,077,900 18.4

2004年計画 15.5 5,444,6002） 7.3

2004年実績 15.6 5,441,300 7.2

2005年計画 15.9 6,178,6002） 17.3

2005年実績 15.9 6,445,900 18.5

2006年計画 15.9 6,670,600 3.5

2006年実績 16 6,708,200 4.1

2007年計画 15.8 6,845,200 2.0

2007年実績 15.7 6,917,500 3.1

2008年計画 15.8 7,134,400 3.1

2008年実績 15.8 7,127,200 3.0

2009年計画 15.8 7,625,400 7.0

2009年実績 15.8 － 6.8

2010年計画 15.8 － 8.3

2010年実績 15.8 － 8.2

2011年計画 15.8 － 8.9

（注） 1） 筆者による計算値。2009年実績以降は物価調整の状況が不明であるため金額を
計算していない。

 2）各年度国家予算報告による。
（出所）各年度国家予算報告による。有効数値も発表どおり。

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
軍
需
工
業（
三
）

│
軍
経
済
と
党
経
済
│中

川
雅
彦

分析リポート
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火
グ
ル
ー
プ
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
で
急

速
に
拡
大
し
た
。
ま
た
、
党
財
政
経
理

部
に
貿
易
を
担
当
す
る
「
三
九
号
室
」

が
一
九
七
四
年
に
設
置
さ
れ
た
こ
と

が
、
こ
の
部
門
で
の
勤
務
経
験
の
あ
る

亡
命
者
の
証
言
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い

る
（
康
明
道
﹇
一
九
九
五
：
一
八
一
﹈）。

大
聖
グ
ル
ー
プ
の
成
立
時
期
は
は
っ
き

り
し
な
い
が
、
朝
鮮
国
際
貿
易
促
進
委

員
会
が
発
行
す
る
『
朝
鮮
の
貿
易
』
一

九
七
一
年
第
九
号
に「
大
聖
貿
易
商
社
」

の
広
告
が
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
頃
で
あ

る
と
推
測
さ
れ
る
。
烽
火
グ
ル
ー
プ
の

ほ
う
は
一
九
七
五
年
に
組
織
さ
れ
た

（『
朝
鮮
の
貿
易
』
二
〇
〇
五
年
第
二

号
）。
た
だ
し
、
ど
ち
ら
も
、
一
九
七

八
年
に
そ
れ
ぞ
れ
大
聖
銀
行
と
金
剛
銀

行
を
組
織
し
て
企
業
グ
ル
ー
プ
と
し
て

の
実
体
を
整
え
た（
ト
リ
グ
ベ
ン
コ﹇
一

九
八
五
：
一
三
八
﹈）。

　

大
聖
グ
ル
ー
プ
は
、
国
内
的
に
は
大

聖
指
導
局
、
対
外
的
に
は
大
聖
貿
易
総

商
社
と
の
名
称
を
用
い
て
い
る
。
一
九

九
〇
年
の
広
告
に
よ
れ
ば
、
傘
下
に
九

つ
の
部
門
別
貿
易
商
社
と
運
輸
会
社
、

五
つ
の
港
貿
易
会
社
が
あ
り
、
各
国
に

支
社
を
置
い
て
い
る
（『
朝
鮮
の
貿
易
』

一
九
九
〇
年
第
三
号
）。
傘
下
の
大
聖

銀
行
は
一
九
八
二
年
に
ウ
ィ
ー
ン
に
代

表
事
務
所
を
置
き
、
ク
ム
ビ
ョ
ル
銀
行

（G
old
star B

an
k

）
と
し
て
営
業
を

開
始
し
た
（
ト
リ
グ
ベ
ン
コ
﹇
一
九
八

五
：
一
三
八
﹈、
金
光
進
﹇
二
〇
〇
八
：

六
五
一
﹈）。
た
だ
し
、
ク
ム
ビ
ョ
ル
銀

行
は
二
〇
〇
四
年
六
月
二
八
日
に
オ
ー

ス
ト
リ
ア
財
政
当
局
に
営
業
許
可
を
返

納
し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る（『
産

経
新
聞
』
ウ
ェ
ブ
版
二
〇
〇
四
年
六
月

二
八
日
）。

　

大
聖
グ
ル
ー
プ
の
生
産
機
関
と
し
て

は
、平
壌
市
に
平
壌
大
聖
タ
イ
ヤ
工
場
、

順
安
大
聖
被
服
工
場
、
楽
浪
大
聖
被
服

工
場
、
平
壌
大
聖
宝
石
加
工
工
場
、
平

壌
大
聖
輸
出
品
加
工
事
業
所
、
大
聖
非

鉄
金
属
合
作
会
社
、
コ
リ
タ
ル
合
作
会

社
、
南
浦
市
に
南
浦
大
聖
樹
脂
加
工
工

場
、
大
聖
製
絲
工
場
、
南
浦
大
聖
水
産

物
加
工
事
業
所
、
開
城
市
に
開
城
大
聖

手
芸
品
工
場
、
平
安
南
道
に
あ
る
平
城

大
聖
編
織
工
場
、平
城
大
聖
被
服
工
場
、

温
泉
大
聖
食
料
工
場
、
平
城
大
聖
石
鹸

工
場
、
平
安
北
道
に
平
安
北
道
大
聖
対

外
運
輸
会
社
、
鉄
山
大
聖
水
産
物
加
工

事
業
所
、
新
義
州
農
土
産
加
工
基
地
、

黄
海
南
道
に
海
州
大
聖
輸
出
品
生
産
事

業
所
、
黄
海
北
道
に
沙
里
院
大
聖
タ
オ

ル
工
場
、
咸
鏡
南
道
に
咸
興
大
聖
タ
イ

ヤ
粉
砕
工
場
、
咸
州
大
聖
食
事
道
具
工

場
、
五
月
二
〇
日
大
聖
工
場
、
咸
興
大

聖
船
舶
運
営
管
理
所
、
咸
鏡
北
道
に
八

月
二
七
日
会
寧
大
聖
連
合
企
業
所
、
会

寧
大
聖
た
ば
こ
工
場
、
江
原
道
に
元
山

大
聖
輸
出
品
加
工
事
業
所
な
ど
が
あ

る
。

　

烽
火
グ
ル
ー
プ
は
国
内
的
に
は
烽
火

指
導
局
、
対
外
的
に
は
烽
火
貿
易
総
会

社
の
名
称
を
用
い
て
い
る
。
傘
下
に
は

楽
延
貿
易
会
社
、
乙
支
峰
合
作
会
社
、

長
寿
山
貿
易
会
社
、
松
花
貿
易
会
社
な

ど
の
貿
易
会
社
が
あ
る
。
生
産
機
関
と

し
て
は
、
平
壌
市
に
蒼
光
輸
出
品
被
服

工
場
、
万
景
台
烽
火
被
服
工
場
、
紋
繍

烽
火
被
服
工
場
、
平
壌
ガ
ム
工
場
、
烽

火
石
鹸
工
場
、
楽
浪
烽
火
被
服
工
場
、

玉
流
烽
火
被
服
工
場
、
烽
火
輸
出
被
服

工
場
、
万
景
台
輸
出
被
服
工
場
、
楽
園

烽
火
被
服
工
場
、平
壌
毛
皮
製
品
会
社
、

南
浦
市
に
南
浦
烽
火
被
服
工
場
、
臥
牛

島
烽
火
被
服
工
場
、
江
西
烽
火
被
服
工

場
、
南
浦
軽
工
業
工
場
、
南
浦
烽
火
染

料
工
場
、
国
士
峰
合
作
会
社
、
平
安
北

道
に
球
場
烽
火
被
服
工
場
、
黄
海
南
道

に
安
岳
烽
火
被
服
工
場
、
黄
海
北
道
に

燕
灘
烽
火
被
服
工
場
、銀
波
烽
火
鉱
山
、

江
原
道
に
あ
る
文
川
烽
火
被
服
工
場
、

元
山
烽
火
被
服
工
場
な
ど
が
あ
る
。

　

こ
ん
に
ち
、
こ
れ
ら
の
企
業
グ
ル
ー

プ
の
ほ
か
に
生
産
機
関
を
傘
下
に
置
く

党
の
貿
易
機
関
と
し
て
は
、
金
剛
グ

ル
ー
プ
（
国
内
的
に
は
金
剛
指
導
局
、

対
外
的
に
は
金
剛
総
会
社
）、
慶
興
グ

ル
ー
プ
（
国
内
的
に
は
慶
興
指
導
局
、

対
外
的
に
は
慶
興
貿
易
会
社
、
慶
興
総

会
社
）、
大
興
グ
ル
ー
プ
（
国
内
的
に

は
大
興
指
導
局
、
対
外
的
に
は
大
興
貿

易
会
社
）、
そ
し
て
、
正
式
名
称
が
不

明
で
あ
る
「
キ
ム
・
ヨ
ン
ム
総
局
長
の

総
局
」
が
あ
る
。

　

金
剛
グ
ル
ー
プ
は
、
公
式
発
表
で
は

一
九
七
五
年
に
組
織
さ
れ
た
が
（『
朝

鮮
の
貿
易
』二
〇
〇
八
年
第
三
号
）、『
朝

鮮
の
貿
易
』
一
九
七
二
年
第
一
二
号
に

は
す
で
に
「
金
剛
貿
易
会
社
」
の
広
告

が
出
て
い
る
た
め
、
こ
の
頃
か
ら
活
動

の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
と
推
定
さ

れ
る
。
組
織
さ
れ
た
の
は
大
聖
グ
ル
ー

プ
や
烽
火
グ
ル
ー
プ
と
同
時
期
で
あ
る

が
、
金
剛
グ
ル
ー
プ
は
非
鉄
金
属
、
と

り
わ
け
金
の
貿
易
に
関
わ
っ
て
い
た
よ

う
で
あ
り
、
活
動
が
最
近
ま
で
公
に
な

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
ん
に
ち
、
金

剛
グ
ル
ー
プ
の
傘
下
に
は
黄
海
南
道
に

海
州
金
剛
青
年
製
錬
所
、
江
原
道
に
文

川
金
剛
製
錬
所
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
非

鉄
金
属
を
生
産
す
る
。
二
〇
〇
九
年
九

月
二
一
日
、
金
剛
グ
ル
ー
プ
は
中
国
の

企
業
と
の
合
弁
で
平
安
北
道
に
あ
る
宣

川
鉱
山
の
共
同
開
発
を
開
始
し
た
こ
と

が
発
表
さ
れ
て
い
る
（
中
国
国
際
鉱
業

股
份
有
限
公
司
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
二
〇
〇

九
年
九
月
二
二
日
）。

　

慶
興
グ
ル
ー
プ
は
一
九
八
七
年
八
月

二
七
日
に
組
織
さ
れ
（『
朝
鮮
の
貿
易
』

二
〇
〇
七
年
第
一
号
、『
労
働
新
聞
』

朝鮮民主主義人民共和国の軍需工業（三）─軍経済と党経済─
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二
〇
〇
七
年
九
月
三
〇
日
）、
一
九
八

八
年
に
マ
カ
オ
か
ら
の
投
資
を
呼
び
込

ん
で
外
貨
シ
ョ
ッ
プ
の
慶
興
商
店
を
開

業
し
、活
動
を
開
始
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

慶
興
グ
ル
ー
プ
に
は
、
貿
易
に
関
わ
る

情
報
技
術
交
流
社
、
朝
鮮
朝
明
船
舶
会

社
が
あ
り
、平
壌
市
内
に
大
聖
百
貨
店
、

南
浦
市
に
南
山
商
店
と
い
っ
た
商
業
施

設
や
、
平
壌
市
で
食
堂
施
設
で
あ
る
慶

興
館
と
中
華
料
理
店
で
あ
る
香
満
楼
、

そ
し
て
、
船
興
食
料
工
場
、
大
同
江
慶

興
被
服
工
場
と
い
っ
た
食
料
工
場
が
あ

る
。
な
お
、
慶
興
グ
ル
ー
プ
に
は
平
壌

に
一
九
九
一
年
に
建
設
さ
れ
た
光
復
百

貨
店
を
運
営
し
て
き
た
が
、
こ
の
百
貨

店
は
二
〇
一
一
年
ま
で
に
大
聖
グ
ル
ー

プ
に
移
管
さ
れ
、
光
復
地
区
商
業
中
心

と
な
っ
た
。
光
復
地
区
商
業
中
心
は
金

正
日
の
最
後
の
現
地
指
導
の
対
象
で

あ
っ
た
（『
労
働
新
聞
』
二
〇
一
一
年

一
二
月
一
六
日
、『
労
働
新
聞
』
二
〇

一
二
年
一
月
六
日
）。

　

大
興
グ
ル
ー
プ
は
組
織
さ
れ
た
時
期

が
発
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
労
働
新

聞
』
一
九
九
四
年
六
月
三
〇
日
に
初
め

て
活
字
の
な
か
に
登
場
し
た
。
実
際
の

活
動
は
一
九
九
九
年
九
月
一
三
日
に
南

浦
に
グ
ル
ー
プ
専
用
の
大
興
港
埠
頭
が

建
設
さ
れ
て
水
産
業
に
力
を
入
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
、

道
別
に
平
安
南
道
大
興
管
理
局
、
咸
鏡

北
道
大
興
管
理
局
、
黄
海
南
道
大
興
管

理
局
、
羅
先
大
興
貿
易
会
社
と
い
っ
た

機
関
を
置
い
て
い
る
（『
労
働
新
聞
』

二
〇
〇
二
年
一
月
三
一
日
、
同
二
〇
〇

二
年
四
月
一
〇
日
、
同
二
〇
〇
二
年
一

〇
月
七
日
、同
二
〇
〇
六
年
七
月
二
日
、

同
二
〇
〇
八
年
一
一
月
一
日
）。グ
ル
ー

プ
直
属
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
道
別
機
関

の
下
に
、
水
産
業
の
企
業
と
し
て
、
南

浦
市
に
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
二
九
日
に

操
業
を
開
始
し
た
八
月
一
六
日
大
興
水

産
事
業
所
、
平
安
南
道
に
甑
山
大
興
水

産
事
業
所
、
平
安
北
道
に
龍
川
大
興
水

産
事
業
所
、
薪
島
大
興
水
産
事
業
所
、

黄
海
南
道
に
甕
津
大
興
水
産
事
業
所
と

殷
栗
大
興
水
産
事
業
所
、
咸
鏡
南
道
に

利
原
大
興
加
工
事
業
所
、
利
原
大
興
水

産
事
業
所
、
興
南
大
興
水
産
企
業
所
、

楽
園
大
興
水
産
事
業
所
、
端
川
大
興
水

産
事
業
所
と
原
平
大
興
水
産
事
業
所
、

咸
鏡
北
道
に
金
策
大
興
水
産
企
業
所
、

金
策
大
興
加
工
事
業
所
、
漁
大
津
大
興

水
産
事
業
所
、花
台
大
興
水
産
事
業
所
、

蘆
倉
大
興
水
産
事
業
所
、
東
海
大
興
水

産
事
業
所
と
漁
郎
大
興
水
産
事
業
所
、

江
原
道
に
川
内
大
興
水
産
事
業
所
と
高

城
大
興
水
産
事
業
所
、
位
置
不
明
の
鴨

緑
江
大
興
水
産
事
業
所
が
あ
る
。
こ
の

ほ
か
、
鉱
業
に
つ
い
て
は
、
黄
海
北
道

で
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
一
五
日
に
操
業

し
た
兎
山
大
興
鉱
山
、
咸
鏡
北
道
に
会

寧
大
興
鉱
山
、
黄
海
南
道
の
苔
灘
大
興

鉱
山
、
位
置
不
明
の
平
和
大
興
鉱
山
の

存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の

生
産
物
は
不
明
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大

興
グ
ル
ー
プ
に
は
、
羅
先
市
に
羅
津
花

崗
石
工
場
が
あ
り
、
平
壌
市
で
は
平
壌

大
興
毛
皮
工
場
、
一
九
九
八
年
九
月
三

日
に
操
業
し
た
平
壌
駝
鳥
牧
場
が
あ

る
。

　
「
キ
ム
・
ヨ
ン
ム
総
局
長
の
総
局
」

は
『
労
働
新
聞
』
一
九
九
四
年
八
月
六

日
に
出
て
く
る
企
業
グ
ル
ー
プ
で
あ

る
。
こ
の
傘
下
に
は
一
二
一
号
工
場
と

祥
原
セ
メ
ン
ト
連
合
企
業
所
が
あ
る
。

一
二
一
号
工
場
は
平
安
南
道
安
州
市
に

あ
り
、
一
九
七
九
年
一
二
月
一
日
に
操

業
を
開
始
し
、『
労
働
新
聞
』
な
ど
党

出
版
物
の
紙
を
製
造
す
る
工
場
で
あ
る

（『
労
働
新
聞
』
一
九
九
九
年
一
二
月
二

日
）。
祥
原
セ
メ
ン
ト
連
合
企
業
所
は

平
壌
市
祥
原
郡
明
堂
労
働
者
区
に
あ

り
、
一
九
八
九
年
四
月
一
一
日
に
操
業

を
開
始
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
企
業
グ
ル
ー
プ
と
は
違

い
、
一
九
八
五
年
に
外
国
企
業
と
の
合

弁
事
業
の
た
め
に
組
織
さ
れ
た
党
の
企

業
グ
ル
ー
プ
と
し
て
組
織
さ
れ
た
楽
園

グ
ル
ー
プ（
国
内
的
に
は
楽
園
指
導
局
、

対
外
的
に
は
朝
鮮
楽
園
貿
易
総
会
社
）

が
あ
る
（『
朝
鮮
の
貿
易
』
一
九
八
六

年
第
四
号
）。
楽
園
グ
ル
ー
プ
は
在
日

朝
鮮
人
企
業
と
の
合
弁
で
、
平
壌
で
一

九
八
五
年
二
月
一
八
日
に
開
店
し
た
楽

園
百
貨
店
や
一
九
八
七
年
一
〇
月
二
二

日
に
創
立
さ
れ
た
朝
鮮
楽
園
金
融
合
営

会
社
を
運
営
し
て
い
る
。

七
． 

革
命
資
金
の
軍
経
済
に
対
す

る
投
入

　

革
命
資
金
と
い
う
用
語
が
初
め
て
公

の
報
道
に
登
場
し
た
の
は
、
二
〇
一
〇

年
九
月
に
金
正
日
が
慈
江
道
満
浦
市
に

あ
る
雲
花
工
場
を
指
導
し
た
こ
と
を
報

じ
た
『
労
働
新
聞
』
二
〇
一
〇
年
九
月

一
三
日
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
の
ひ
と
つ

で
あ
っ
た
。
雲
花
工
場
は
軍
需
用
の
化

学
工
場
で
あ
り
、
金
正
日
は
一
九
九
八

年
一
〇
月
二
二
日
に
訪
問
し
た
こ
と
が

あ
る
工
場
で
あ
る
（『
労
働
新
聞
』
一

九
九
八
年
一
〇
月
二
三
日
、高
青
松﹇
二

〇
〇
一
：
三
一
﹈）。
こ
こ
に
投
入
さ
れ

た
革
命
資
金
は
四
八
六
万
七
四
〇
〇

ユ
ー
ロ
で
あ
り
、
設
備
の
現
代
化
に
用

い
ら
れ
た
（『
労
働
新
聞
』
二
〇
一
〇

年
九
月
一
三
日
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
）。

　

同
じ
く
革
命
資
金
が
軍
経
済
に
投
入

さ
れ
た
例
と
し
て
、
一
九
八
六
年
に
建

設
さ
れ
た
慈
江
道
城
干
郡
雙
芳
里
に
建

設
さ
れ
た
八
号
製
鋼
所
が
あ
る
。
こ
の

企
業
の
建
設
は
党
の
革
命
資
金
で
行
わ

れ
（
高
青
松
﹇
二
〇
〇
一
：
二
八
﹈）、
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平
壌
の
出
版
物
で
は
こ
の
企
業
が
金
正

日
の
「
大
き
な
愛
情
と
配
慮
に
よ
っ
て

最
新
設
備
で
装
備
さ
れ
て
い
る
」
と
記

述
さ
れ
て
い
る（
教
育
図
書
出
版
社﹇
一

九
九
〇
：
三
九
六
﹈）。
こ
こ
で
は
、
珪

素
酸
煉
瓦
や
建
設
用
鋼
材
の
生
産
と
と

も
に
（『
労
働
新
聞
』
一
九
八
八
年
四

月
一
六
日
）、
ミ
サ
イ
ル
用
特
殊
鋼
板

が
製
造
さ
れ
て
い
る
（
李
福
九
﹇
二
〇

〇
三
：
二
五
、
三
四
―
三
五
﹈）。

　

八
号
製
鋼
所
は
一
九
九
八
年
八
月
三

一
日
に
発
射
さ
れ
た
人
工
衛
星
「
光
明

星
一
号
」
を
搭
載
し
た
多
段
階
ロ
ケ
ッ

ト
「
白
頭
山
一
号
」
の
製
造
に
関
し
て

も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
企
業
で
あ

る
。
こ
の
人
工
衛
星
開
発
事
業
こ
そ
、

金
正
日
が
「
数
十
億
ド
ル
の
外
貨
」
を

投
じ
た
と
一
九
九
九
年
初
め
に
語
っ
た

も
の
で
あ
り
（『
労
働
新
聞
』
一
九
九

九
年
四
月
二
二
日
）、
こ
れ
を
通
じ
て

多
く
の
革
命
資
金
が
軍
需
工
業
に
投
入

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

人
工
衛
星
お
よ
び
そ
の
運
搬
ロ
ケ
ッ

ト
の
開
発
事
業
が
「
ピ
ョ
ル
ビ
ッ
」（
星

の
光
）
と
い
う
名
称
の
計
画
で
進
め
ら

れ
た
こ
と
が
、
二
〇
〇
一
年
に
平
壌
の

文
学
芸
術
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
小

説
で
あ
る
リ
・
ド
ン
グ
『
飛
躍
の
翼
』

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
事

業
に
は
数
学
、
物
理
学
、
電
子
工
学
、

機
械
工
学
、
ロ
ケ
ッ
ト
工
学
、
宇
宙
工

学
を
は
じ
め
と
す
る
諸
科
学
部
門
か
ら

選
抜
さ
れ
た
学
者
が
網
羅
さ
れ
、
計
画

自
体
の
存
在
も
そ
の
研
究
課
題
も
厳
密

な
国
家
機
密
に
属
し
、
当
時
の
科
学
技

術
発
展
三
カ
年
計
画
（
一
九
八
八
〜
九

〇
年
）
に
も
反
映
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

（
リ
・
ド
ン
グ
﹇
二
〇
〇
一
：
三
三
﹈）。

ま
た
、
在
日
朝
鮮
人
紙
『
朝
鮮
新
報
』

は
ピ
ョ
ル
ビ
ッ
計
画
の
中
心
人
物
の
一

人
で
あ
っ
た
物
理
学
者
を
紹
介
す
る
記

事
を
発
表
し
、
こ
の
小
説
の
内
容
を
裏

付
け
た
（『
朝
鮮
新
報
』
日
本
語
版
二

〇
〇
八
年
一
月
一
八
日
）。

　

ピ
ョ
ル
ビ
ッ
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
時

期
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
八

号
製
鋼
所
の
建
設
が
完
工
し
た
一
九
八

六
年
頃
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。『
飛

躍
の
翼
』
で
は
、
こ
の
製
鋼
所
は
「
九

月
製
錬
所
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
一

九
八
七
年
一
二
月
に
チ
タ
ン
合
金
職
場

が
操
業
を
開
始
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
（
リ
・
ド
ン
グ
﹇
二
〇
〇
一
：
六
﹈）。

　

開
発
事
業
に
関
わ
っ
た
学
者
た
ち
の

語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
多
段
階
ロ

ケ
ッ
ト
が
一
九
八
〇
年
代
の
う
ち
に
開

発
さ
れ
、
一
九
九
二
年
に
は
人
工
衛
星

も
完
成
し
て
打
ち
上
げ
準
備
に
入
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（『
労
働
新

聞
』一
九
九
八
年
九
月
八
日
、一
七
日
）。

金
正
日
が
発
射
を
決
断
し
た
の
は
、
一

九
九
八
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
三
年
に
平
壌
の
文
学
芸
術
出
版

社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
小
説
で
あ
る
パ

ク
・
ユ
ン
『
銃
身
』
に
は
金
正
日
が
砲

兵
軍
官
学
校
を
訪
問
し
た
直
後
に
人
工

衛
星
発
射
を
実
施
す
る
考
え
を
側
近
に

打
ち
明
け
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る

（
パ
ク
・
ユ
ン
﹇
二
〇
〇
三
：
二
四
九

―
二
五
六
﹈）。
金
正
日
が
金
哲
柱
砲
兵

軍
官
学
校
を
訪
問
し
た
の
は
一
九
九
八

年
五
月
一
〇
日
で
あ
っ
た
（『
労
働
新

聞
』
一
九
九
八
年
五
月
一
一
日
）。

　
『
飛
躍
の
翼
』
で
は
、
チ
タ
ン
合
金

を
加
工
す
る
科
学
者
お
よ
び
技
術
者
た

ち
の
奮
闘
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

を
含
め
て
精
密
加
工
技
術
が
重
要
で

あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
れ
に

つ
い
て
、『
労
働
新
聞
』
に
二
〇
一
一

年
三
月
三
日
か
ら
二
六
日
に
か
け
て
二

〇
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
宋
美
蘭

論
説
員
に
よ
る
「
Ｃ
Ｎ
Ｃ
と
将
軍
様
」

で
は
、「『
光
明
星
一
号
』
の
製
作
は
Ｃ

Ｎ
Ｃ
工
作
機
械
が
な
け
れ
ば
完
全
に
不

可
能
で
あ
っ
た
」、「
と
く
に
多
段
階
運

搬
ロ
ケ
ッ
ト
に
入
る
部
品
は
全
部
Ｃ
Ｎ

Ｃ
で
加
工
し
な
け
れ
ば
で
き
な
い
も
の

で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
お
り
（『
労
働

新
聞
』
二
〇
一
一
年
三
月
五
日
）、
Ｃ

Ｎ
Ｃ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
数
値
制
御
）

工
作
機
械
の
導
入
が
人
口
衛
星
お
よ
び

運
搬
ロ
ケ
ッ
ト
の
製
造
に
関
し
て
技
術

的
に
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｎ
Ｃ
工
作
機
械
の
研
究
開
発
に
つ

い
て
は
、
一
九
九
二
年
七
月
一
五
日
に

金
正
日
が
金
策
工
業
総
合
大
学
の
研
究

士
た
ち
と
工
場
技
術
者
た
ち
で
蓮
河
機

械
開
発
集
団
を
組
織
し
て
、
担
当
さ
せ

た
（『
労
働
新
聞
』
二
〇
一
一
年
三
月

三
日
）。し
か
し
、先
に
述
べ
た
と
お
り
、

多
段
階
ロ
ケ
ッ
ト
が
開
発
さ
れ
た
の
は

一
九
八
〇
年
代
で
あ
り
、
人
工
衛
星
が

完
成
し
た
の
が
一
九
九
二
年
で
あ
る
た

め
、
多
段
階
ロ
ケ
ッ
ト
の
部
品
や
人
工

衛
星
を
製
作
し
た
Ｃ
Ｎ
Ｃ
工
作
機
械
は

蓮
河
機
械
開
発
集
団
が
製
作
し
た
の
で

は
な
い
こ
と
に
な
る
。
蓮
河
機
械
開
発

集
団
の
組
織
よ
り
も
前
に
は
、
一
九
八

二
年
に
降
仙
連
合
企
業
所
で
「
高
性
能

の
近
代
的
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
式
切
断

機
」
が
製
作
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
（
朝

鮮
中
央
通
信
一
九
八
二
年
一
〇
月
二
八

日
発
）、
こ
れ
は
最
初
の
も
っ
と
も
初

歩
的
な
Ｃ
Ｎ
Ｃ
工
作
機
械
と
さ
れ
て
い

る
（『
労
働
新
聞
』
二
〇
一
一
年
三
月

三
日
）。
そ
の
後
、
Ｃ
Ｎ
Ｃ
工
作
機
械

に
関
連
す
る
設
備
と
し
て
は
、
一
九
九

二
年
四
月
一
〇
日
に
数
値
制
御
機
械
を

製
造
す
る
亀
城
一
〇
四
号
工
場
（
現
・

亀
城
工
作
機
械
工
場
一
〇
四
号
分
工

場
）
が
操
業
を
開
始
し
た
こ
と
、
同
年

六
月
一
七
日
に
六
月
一
日
電
気
器
具
総

朝鮮民主主義人民共和国の軍需工業（三）─軍経済と党経済─
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合
工
場
（
元
・
咸
興
青
年
電
気
器
具
工

場
）
数
字
操
縦
装
置
分
工
場
が
操
業
を

開
始
し
た
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
、
朝
鮮

中
央
通
信
は
一
九
九
二
年
八
月
一
〇
日

発
で
煕
川
工
作
機
械
連
合
企
業
所（
後
、

煕
川
工
作
機
械
総
合
工
場
、
現
・
煕
川

蓮
河
機
械
総
合
工
場
）
の
設
計
研
究
所

チ
ー
ム
が
「
数
値
制
御
工
作
機
械
と
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
細
胞
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
生

産
体
系
」
を
製
作
し
た
と
報
道
し
た
こ

と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
多
段

階
ロ
ケ
ッ
ト
が
製
作
さ
れ
た
後
の
こ
と

で
あ
り
、
多
段
階
ロ
ケ
ッ
ト
の
部
品
や

人
工
衛
星
の
製
作
に
国
内
で
開
発
さ
れ

た
Ｃ
Ｎ
Ｃ
工
作
機
械
は
用
い
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。し
た
が
っ
て
、

多
段
階
ロ
ケ
ッ
ト
の
部
品
と
人
工
衛
星

に
必
要
な
Ｃ
Ｎ
Ｃ
工
作
機
械
は
海
外
か

ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
軍
需
工

業
部
門
の
一
部
の
工
場
に
設
置
さ
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
⑵

。
そ
の

購
入
の
た
め
の
外
貨
は
「
数
億
ド
ル
」

の
な
か
に
含
ま
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
金
正
日
が
二
〇
一
〇
年
七

月
三
〇
日
に
「
わ
が
国
で
Ｃ
Ｎ
Ｃ
化
は

慈
江
道
で
最
初
に
行
い
ま
し
た
。
千
里

馬
の
故
郷
が
降
仙
で
あ
る
な
ら
Ｃ
Ｎ
Ｃ

化
の
故
郷
は
慈
江
道
で
す
」
と
語
っ
て

お
り
（『
労
働
新
聞
』
二
〇
一
一
年
三

月
五
日
）、
そ
れ
ら
の
工
場
は
従
前
か

ら
ミ
サ
イ
ル
生
産
に
関
わ
っ
て
き
た
慈

江
道
に
あ
る
軍
需
工
場
、
す
な
わ
ち
、

煕
川
青
年
電
気
連
合
企
業
所
や
八
号
製

鋼
所
な
ど
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

八
． 

軍
経
済
か
ら
一
般
経
済
へ
の

技
術
伝
播

　

ミ
サ
イ
ル
生
産
や
人
工
衛
星
開
発
事

業
で
用
い
ら
れ
た
Ｃ
Ｎ
Ｃ
工
作
機
械
の

技
術
を
国
産
化
し
て
国
内
の
一
般
経
済

の
工
場
や
他
の
軍
需
工
場
に
普
及
さ
せ

る
役
割
を
担
っ
た
の
は
蓮
河
機
械
開
発

集
団
で
あ
っ
た
。宋
美
蘭
論
説
員
の「
Ｃ

Ｎ
Ｃ
と
将
軍
様
」
で
は
、
こ
の
グ
ル
ー

プ
の
開
発
担
当
者
た
ち
が
金
日
成
総
合

大
学
、
金
策
工
業
総
合
大
学
、
平
壌
機

械
大
学
の
卒
業
生
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
留
学
経
験
者
は
一
人
も
い
な
い
こ

と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
（『
労
働
新
聞
』

二
〇
一
一
年
三
月
二
六
日
）。
し
か
し
、

資
金
に
つ
い
て
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
が

対
外
的
に
蓮
河
機
械
合
営
会
社
を
名
乗

り
、
そ
し
て
、
そ
の
傘
下
に
蓮
河
機
械

合
営
工
場
を
置
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、

ど
こ
の
国
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
海
外

の
資
本
を
合
弁
事
業
の
形
で
引
き
入
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
蓮
河
機
械
開

発
集
団
は
組
織
さ
れ
て
間
も
な
い
う
ち

に
、
蓮
河
機
械
合
営
会
社
の
名
前
で
放

電
加
工
機
の
広
告
を
貿
易
誌
に
出
し
て

い
る
（『
朝
鮮
の
貿
易
』
一
九
九
二
年

第
五
号
）。
な
お
、
こ
の
合
弁
は
二
〇

〇
七
年
頃
に
解
消
さ
れ
、
蓮
河
機
械
合

営
会
社
は
蓮
河
機
械
会
社
、
蓮
河
機
械

合
営
工
場
は
蓮
河
機
械
工
場
と
名
乗
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

蓮
河
機
械
開
発
集
団
の
成
果
は
一
九

九
五
年
四
月
二
八
日
に
金
正
日
が
同
集

団
傘
下
の
蓮
河
機
械
合
営
工
場
を
訪
れ

て
Ｃ
Ｎ
Ｃ
四
軸
プ
ラ
ズ
マ
加
工
盤
の
実

物
を
見
て
確
認
し
た
（『
労
働
新
聞
』

二
〇
〇
九
年
八
月
一
一
日
、
同
二
〇
一

一
年
三
月
三
日
、
同
二
〇
一
一
年
三
月

二
四
日
）。
そ
し
て
、
金
正
日
は
二
〇

〇
〇
年
五
月
一
六
日
、
平
安
北
道
龍
川

郡
北
中
労
働
者
区
で
内
燃
機
関
を
製
造

し
て
い
る
北
中
機
械
連
合
企
業
所
を
訪

問
し
て
蓮
河
機
械
開
発
集
団
の
機
械
を

導
入
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
こ
と
を
皮

切
り
に
（『
労
働
新
聞
』
二
〇
〇
〇
年

五
月
一
八
日
、
同
二
〇
一
一
年
三
月
五

日
）、
二
〇
〇
一
年
二
月
一
四
日
に
亀

城
工
作
機
械
工
場
（『
労
働
新
聞
』
二

〇
〇
二
年
五
月
二
〇
日
、
同
二
〇
一
一

年
三
月
六
日
）、
二
〇
〇
二
年
七
月
二

六
日
に
煕
川
工
作
総
合
機
械
工
場（『
労

働
新
聞
』
二
〇
〇
二
年
七
月
二
七
日
、

同
二
〇
一
一
年
三
月
七
日
）、
そ
し
て

二
〇
〇
三
年
七
月
三
日
に
兵
器
工
場
で

あ
る
江
界
ト
ラ
ク
タ
ー
工
場
（
二
六
号

工
場
）
と
五
日
に
同
じ
く
江
界
精
密
機

械
工
場
（
江
界
九
三
号
工
場
）
を
訪
問

し
て
Ｃ
Ｎ
Ｃ
工
作
機
械
を
導
入
す
る
よ

う
指
示
を
出
し
た
（『
労
働
新
聞
』
二

〇
一
一
年
三
月
六
日
）。
こ
れ
ら
の
工

場
に
は
革
命
資
金
が
投
下
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　

Ｃ
Ｎ
Ｃ
工
作
機
械
の
普
及
は
、
二
〇

〇
九
年
五
月
九
日
に
金
正
日
が
煕
川
工

作
機
械
総
合
工
場
を
訪
問
し
た
と
き

に
、
煕
川
工
作
機
械
総
合
工
場
と
蓮
河

機
械
開
発
集
団
と
の
統
合
を
指
示
し
た

こ
と
で
転
機
を
迎
え
た
。
蓮
河
機
械
開

発
集
団
は
蓮
河
機
械
管
理
局
に
格
上
げ

さ
れ
た
。
蓮
河
機
械
管
理
局
は
内
閣
の

機
械
工
業
省
に
は
属
し
て
お
ら
ず
、
党

の
直
接
管
理
の
下
に
あ
る
と
判
断
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
平
壌
郊
外
に
あ
っ
た
蓮

河
機
械
工
場
は
煕
川
工
作
機
械
総
合
工

場
に
吸
収
さ
れ
、
煕
川
蓮
河
工
作
機
械

総
合
工
場
と
し
て
蓮
河
機
械
管
理
局
の

傘
下
に
入
っ
た
。
煕
川
蓮
河
工
作
機
械

総
合
工
場
は
蓮
河
機
械
開
発
集
団
で
開

発
さ
れ
た
Ｃ
Ｎ
Ｃ
工
作
機
械
を
大
量
生

産
し
、
一
般
経
済
や
軍
需
経
済
の
生
産

機
関
に
供
給
す
る
工
場
と
な
っ
た
。

　

一
方
で
、
Ｃ
Ｎ
Ｃ
と
い
う
用
語
は
、

機
械
工
業
部
門
で
の
Ｃ
Ｎ
Ｃ
工
作
機
械

の
導
入
と
い
う
意
味
か
ら
拡
大
さ
れ
、

生
産
工
程
全
体
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

統
一
管
理
す
る
こ
と
を
示
す
よ
う
に

な
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
八
月
に
金
正
日

が
化
学
工
業
部
門
の
二
・
八
ビ
ナ
ロ
ン

連
合
企
業
所
を
訪
問
し
た
と
き
、
化
学
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繊
維
の
生
産
工
程
を
「
Ｃ
Ｎ
Ｃ
化
」
す

る
よ
う
指
示
し
た
こ
と
が
こ
の
最
初
で

あ
る
（『
労
働
新
聞
』
二
〇
〇
七
年
八

月
一
一
日
、
同
二
〇
一
一
年
三
月
一
二

日
）。
さ
ら
に
、
金
正
日
は
二
〇
〇
九

年
一
〇
月
三
一
日
に
平
安
北
道
朔
州
郡

新
西
里
に
あ
る
平
安
北
道
鶏
工
場
を
訪

問
し
た
際
、「
今
日
わ
た
し
は
『
鶏
工

場
Ｃ
Ｎ
Ｃ
』
を
見
ま
し
た
」
と
述
べ
、

二
〇
一
〇
年
五
月
一
七
日
に
両
江
道
三

池
淵
醤
工
場
を
訪
問
し
た
際
、「
醤
工

場
ま
で
Ｃ
Ｎ
Ｃ
と
い
う
言
葉
を
使
う
の

は
ど
ん
な
に
よ
い
こ
と
か
」
と
語
っ
た

（『
労
働
新
聞
』
二
〇
一
一
年
三
月
二
三

日
）。
そ
し
て
「
Ｃ
Ｎ
Ｃ
化
」
の
目
標

は
生
産
工
程
の
「
無
人
化
」
で
あ
る
と

さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
七
月
三
〇
日
に
金

正
日
が
慈
江
道
江
界
市
に
あ
る
軍
需
工

場
の
将
子
江
工
作
機
械
工
場
を
訪
問
し

た
際
に
、
同
工
場
の
機
械
加
工
職
場
を

「
無
人
化
」の
モ
デ
ル
に
指
定
し
た（『
労

働
新
聞
』
二
〇
一
〇
年
七
月
三
一
日
、

二
〇
一
一
年
三
月
二
四
日
、
七
月
三
一

日
、
一
〇
月
三
〇
日
）。

　

同
様
に
軍
経
済
の
な
か
の
工
場
で
モ

デ
ル
工
場
に
な
っ
て
い
る
例
と
し
て

は
、「
鶏
工
場
Ｃ
Ｎ
Ｃ
」
の
モ
デ
ル
の

ひ
と
つ
と
し
て
黄
海
北
道
に
あ
る
一
一

二
号
鶏
工
場
が
あ
る
。
ま
た
、「
Ｃ
Ｎ

Ｃ
化
」
と
は
異
な
る
が
、
平
壌
で
軍
隊

が
運
営
す
る
三
日
浦
特
産
物
工
場
を
模

範
と
し
て
、
二
〇
〇
九
年
四
月
七
日
の

金
正
日
の
同
工
場
訪
問
を
機
に
各
道
人

民
委
員
会
（
道
政
府
に
相
当
）
が
そ
れ

ぞ
れ
特
産
物
の
総
合
食
品
工
場
を
建
設

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
末

か
ら
二
〇
一
〇
年
に
か
け
て
、
江
原
道

に
松
涛
園
総
合
食
料
工
場
、
咸
鏡
南
道

に
白
雲
山
総
合
食
料
工
場
、
黄
海
南
道

に
首
陽
山
総
合
食
料
工
場
、
平
安
南
道

に
柏
松
総
合
食
料
工
場
、
両
江
道
に
青

峰
総
合
食
料
工
場
、
黄
海
北
道
に
正
方

山
総
合
食
料
工
場
、
慈
江
道
に
将
子
山

総
合
食
料
工
場
、
咸
鏡
北
道
に
輸
城
川

総
合
食
料
工
場
、
平
安
北
道
に
鴨
緑
江

総
合
食
料
工
場
と
い
っ
た「
三
日
浦
式
」

の
工
場
が
建
設
さ
れ
た
。

（
完
）

（
な
か
が
わ　

ま
さ
ひ
こ
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

動
向
分
析
研
究
グ
ル
ー
プ
）

《
注
》

⑴ 

一
般
経
済
の
な
か
で
は
、
最
高
指
導

者
が
任
意
に
動
か
す
こ
と
の
で
き
る

「
主
席
フ
ァ
ン
ド
」
な
ど
の
留
保
資

金
が
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
（
梁
文
秀
﹇
一
九
九
九
：
四
三
―

四
五
﹈）。

⑵ 

一
九
九
八
年
に
発
射
さ
れ
た
人
工
衛

星
と
そ
の
運
搬
ロ
ケ
ッ
ト
は
「
一
〇

〇
％
わ
れ
わ
れ
の
知
恵
と
技
術
で
開

発
し
た
も
の
」
と
発
表
さ
れ
て
い
る

が
（
朝
鮮
中
央
通
信
一
九
九
八
年
九

月
四
日
発
）、
開
発
に
要
し
た
機
械

設
備
に
関
し
て
は
そ
の
計
算
に
入
っ

て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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